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DSDP Leg 58 Site442~444, ODP Leg 131 Site 808から掘削された四国

海盆基盤岩の再分析と、分析値の特徴

Re-mesasurement of the basement of the Shikoku Basin recovered by

DSDP Leg 58 Sites 442~444 and ODP Leg 131 Site 808, and the

characteristics of data.
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　DSDP, ODPによる四国海盆基盤岩の回収は、四国海盆中央部のLeg 58 Site 442~444と、南海トラフ沈み込

み帯のLeg 131 Site 808で行われている。これらの基盤岩の化学分析値は、DSDPおよびODPの報告書で報告

されているが、Leg 58は1980年頃、Leg 131は1990年頃の分析である。このため、当時の分析手法の技術的

制約から、特に微量元素の10ppm以下の低濃度の部分で精度が低く、現在の最新の分析手法による分析値と比

較するには問題が多い。特に「元素比」を比較する場合、元素濃度の有効桁数が低いことから、有意な値が得

られないことがある。2016年合同大会では、IODP Exp. 333 Site C0012で得られた四国海盆基盤岩に観察さ

れた変質作用を考察したが、比較対象として、Site 442~444, 808の基盤岩を用いている。この際、化学分析

データが、DSDP, ODPの報告書以降、新たな分析の報告がなく、データが上記のような問題を含んでいたた

め、テキサスA&M大学に保管されているアーカイブサンプルを入手し、Exp. 333のサンプルと同じ分析手法で

再分析を行った。本報告では、再分析されたデータが示す四国海盆基盤岩の化学的特徴、および再分析の「意

義」について報告したい。
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